
 

 

 

 

 

 

 

 

 

くらら交流さろん 

水害に対応できる家づくり 
9 月 11 日（金）19：00～20：00 

会場：くらら会議室 問合せ・申込み：くらら（0282－20－7131） 

昨年の台風 19 号による水害で、栃木市では、床下・床上浸水を合わせて 7981 戸の住家が被害

に遭いました。またいつ起こるか分からない水害に備えて、水害に対応できる家とはどのよう

なものなのか、家づくりのポイントを設計士さんから学びましょう。これから家を建てようか

な？と考えている方はぜひご参加ください！ 

【内容】ハザードマップと実際の被害、洗浄だけで済んだ家と修理した家の違い、素材別の手入

れや価格の話、水が来ても大丈夫な家とは？ 

【企画】家造りを考える会 【講師】石本俊光さん（家造りを考える会）【定員】19 名 

とちぎ市民活動推進センターくらら情報紙 VOL.178 

登録団体の皆さんへ 

ZOOM 使ってみませんか？ 

2020 年 

8 

はじめの一歩！ 

実際に集まらずにオンライン上で会議や

おしゃべりができる ZOOM が使えたら活

動の可能性が広がるはず。ZOOM の基本

的な使い方を知りたい！という方はくら

らスタッフまでお声がけください。 

担当：平子 

対象人数：5 人程度 

場所：くらら交流コーナー  

令和２年７月豪雨義援金募集情報 

●募金箱の設置 

栃木県 

場所：下都賀庁舎（栃木市神田町 6－6）、県

庁本館 1 階ロビー受付前（宇都宮市塙田 1－1

－20）、県地方合同庁舎 

 

●義援金の受付 

栃木市 

場所：福祉総務課 本庁舎 2 階 2Ａ-3 番窓口

（栃木市万町 9-25）、各支所の市民生活課 

 

栃木市社会福祉協議会 

場所：栃木本所（栃木市今泉町 2-1-40 栃木

市栃木保健福祉センター内） 



登録団体活動紹介 

登録 No.589 

 

高齢社会を迎えて、充実した高齢期と活力ある社会を実現するために、自ら地域活

動を実践するとともに地域社会の活性化を促す推進者として、シルバー大学校で学

んだ知識と技能を生かした地域に貢献できる活動として「盆ダンスクラブ」をとお

して見出すことが出来ました。 

 

活動内容は市内の各デイサービス・介護施設等を毎月 1 回程度慰問して盆ダンスの

演舞（津軽の花・日光和楽踊り・ 

きよしのズンドコ節）や唄（ふるさと・ 

岸壁の母）等をとおして利用者との交流と 

親睦を図ることにより、毎日が健康で 

笑顔溢れ生き生きと日々が送れる一助 

として、また会員相互の親睦を図る目的 

として活動しております。 

AA とは、アルコホーリクスアノニマスの略で、日本語では無名のアルコール依存

症者たちと訳されています。 

アルコール依存症者の回復のための集まりです。ミーティングを通じて、自分たち

の苦しい体験を話し、そこから回復することを目的としています。 

ミーティングは週二回開催しております。毎週月曜日に栃木市のカトリック栃木協

会、金曜日に佐野市の城山記念館にて夜 7 時から 8 時 30 分まで開催しております。

（※現在は新型コロナウイルスの影響で、 

会場をくららに変更して行っています。） 

 

お酒の問題で苦しんでいる方、 

そのご家族の方、医療や福祉関係の方、 

どうぞ足を運んでみてください。 

回復はそこにあります。 

 

どんな境遇でもみんなが生きやすい世の中になるために、貧困や格差社会・不平等がな

くなり、国政府が国民の命と生活を守るために、ベーシックインカム最低限度所得保障

制度で、国民に毎月一律 20 万円以上の現金給付でお金の保障を継続的に行う必要があ

ると考えます。コストカットのために、社会保障制度（生活保護・障害年金・雇用保険・

児童手当）をとりやめ、全てベーシックインカムに切り替えてもらいたい。 

SNS を使って伝えていく仲間を募集しております。 

ご協力頂ける方がいましたら、応援よろしく 

お願いします。興味や関心ある方と繋がって、 

みんなが生きやすい世の中になるために、 

どうしたら良いのか模索しながら、 解決策を 

考えて伝えていきましょう。 

 

 

 

AA 佐野グループ 

シルバー大学校南校盆ダンスクラブ OB38 期会 SUBARU   

登録 No.587 

登録 No.588 

千日紅は派手ではないけれど、細いしっかりした茎を空に向けて伸ばし、丸っこい可憐

な花を咲かせます。ドライフラワーにでき、長く癒しを与えてくれます。その花にあや

かってグループ名にした私たちは、不登校や引き籠りの子供を持つ親の集まりです。 

30 年余り前から、「おしゃべりの会」として毎月一度集まり、悩みや現状を話し合って

きました。当時の子供たちは大人になりました。社会人になってから挫折して引き籠る

子供もいます。 

子育てに関心がある人は誰でも参加できます。ただ一つの約束は「話の内容を絶対に口

外しない」ことです。 

 

千日紅の会 
登録 No.590 



とちぎ市民活動推進センターくららとは 

ボランティア、NPO、社会貢献活動などの市民活動を推進する拠点です。栃木市をよりよくしようと、さまざまな

分野で活動している市民の皆さんの意見交換や交流、情報収集・発信の場として活用されています。 

開館時間 月～土 10：00～21：00 日・祝 10：00～17：00 

休館日 水曜日・年末年始  

〒328－0043 栃木市境町 19 番 3 号駅前庁舎 1 階 

TEL 0282－20－7131 FAX 0282－20－7132 

E-mail kurara-tochigi@cc9.ne.jp 

ホームページ http://www.kurara-tochigi.org 
栃木駅前交番 

学悠館高校 

栃木駅前郵便局 

とちぎ市民活動推進センター 
くらら 

栃木駅 

栃木信用金庫 
駅前支店 國學院大學 

栃木学園 
教育センター 

串まつり 

中華料理店 セブンイレブン 

デニーズ 

※くららは、特定非営利活動法人ハイジが指定管理者として栃木市の委託を受けて管理運営しています。 

 

 

HP から情報紙の 
バックナンバーも 
閲覧できます。 

 

くらら交流さろん 

スズムシ・マツムシ無料配布 報告 

企画：日本鳴く虫愛好会 

7 月 23 日（木）にくららの会議室にて毎年恒例のスズムシ・マツムシ無料配布が行われまし

た。参加者の皆さんにはマスクの着用や検温、消毒、ソーシャルディスタンスの確保を守って

いただきながらの開催となりましたが、日本鳴く虫愛好会の皆さんの声掛けや工夫のおかげで

混乱なく終えることが出来ました。 

今回の参加者はなんと 123 名。お子さんからお年寄りまで幅広くご参加いただきました。配布

開始時間前から「今日はスズムシ配布の日ですか？」という問い合わせが多々あり、たくさん

の方が楽しみにしていたことが感じられました。 

会場では観賞用にスズムシの成虫やマツムシ、クツワムシ、キリギリス、カンタンの飼育ケー

スが置かれ、その鳴き声がなんと涼しげなこと。そのほかにもスズムシの一生を紹介するパネ

ルなどが展示され、鳴く虫たちの生態を学ぶことが出来ました。 

ぜひ持ち帰ったスズムシ達を大切に育てていただければと思います。 

mailto:kurara-tochigi@cc9.ne.jp
http://www.kurara-tochigi.org/

